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KAKEHASHI Project（招へいプログラム）  

（対象国：米国、沖縄プログラム(高校生））の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、米国より高校生 50 名が来日し、日本

の政治、社会、歴史及び外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等の積極的な発信を

目指し、平成 28年 3月 15 日から 3月 22 日までの 7泊 8日の日程でプログラムを実施

しました。 

 

２．参加国・人数 

米国 50 名 

 

３．訪問地 

東京都、沖縄県 

    

４．日程    

3 月 15 日（火） 成田国際空港より入国 

3 月 16 日（水）  

【来日時オリエンテーション】 

【日本の外交政策に関する講義】外務省北米局【都内視察】皇居 

3 月 17 日（木）～3月 21 日（土）沖縄県を訪問 

【視察】平和祈念公園、沖縄県平和祈念資料館、平和の礎 

【学校交流】(Aグループ)沖縄県立普天間高等学校、 

(B グループ)沖縄県立浦添高等学校 

【歴史的建造物視察】首里城 

【文化体験】沖縄大学エイサー部にてエイサー体験 

【ホームステイ】 

【視察】沖縄県立博物館 

【ワークショップ】報告会準備 

3 月 21 日（月） 地方プログラム終了後、東京へ移動 

【報告会】 

3 月 22 日（火） 

【歴史的建造物視察】明治神宮・原宿  

成田国際空港より出国 
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５．KAKEHASHI プログラム記録写真  

 

アメリカ、沖縄プログラム(高校生）訪日団の記録 

 
 

3/16【来日時オリエンテーション】(東京都) 3/16【外務省日米関係理解講義】(東京都) 

  

3/17【平和祈念公園】（糸満市） 3/17【視察】沖縄県平和祈念資料館（糸満市） 

 

 

3/17【学校交流】沖縄県立浦添高校（浦添市） 3/17【学校交流】沖縄県立普天間高等学校（宜

野湾市） 
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3/17【学校交流】沖縄県立普天間高等学校（宜

野湾市） 

3/17【視察】首里城(那覇市)  

  

3/17【文化体験】沖縄大学エイサー部にてエイ

サー体験(那覇市) 

3/20 【歓送会】（那覇市） 

  

3/20【ワークショップ】(那覇市) 3/21 【報告会】（東京都） 

  

3/22 【視察】明治神宮 （東京都） 3/22 【視察】浅草寺 （東京都） 
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６．参加者の感想   

 

◆ アメリカ 高校生 

日本人は、信じられないほど親切で、そして私達をとても歓迎してくれました。沖縄の歴

史は、とても独特で良くできていると思います。伝統の音楽や食べ物、あちこちで見かけ

たシーサーまで、私は本当に沢山の沖縄の文化を学び、もっと知りたいと思う気持ちを抑

えられません。沖縄の人と一緒に生活するという刺激的な体験を通して、日本での彼らの

暮らしについて学びました。米国と日本の関係を理解する事は、とても魅力的で、私はこ

の気持ちをモンタナへ持ち帰り、共有したいと思います。そして、また沖縄に訪れたいと

思います。 

 

◆ アメリカ 高校生 

 私は日本文化に心打たれました。私はこれまで日本人のことを控えめで内気だと思って

いましたが、ホームステイを通して日本人の本当の気質や姿に触れることができました。

沖縄での人間関係はとても思いやりにあふれており、親が子を慈しむような思いに溢れて

いました。食べ物は何処で食べても、驚くほど美味しかったです。浦添高校では、シーサ

ーを作り、書道、空手、弓道その他沢山のことを体験しました。沖縄の人が、沖縄特有の

文化にどれほど誇りを持っているか、それを私達と共有することに、どれほど喜んでくれ

ているかが分かりました。最後に、私はカケハシのプログラムに参加して、大きく成長す

ることができました。日本には、多くの感謝の念が満ちており、それは人々の行動を見れ

ば明らかです。私は帰国して、これらの事を共有する事を楽しみにしています。 

 

◆ アメリカ 高校生 

今回のプログラムは私にとって素晴らしい経験になりました。日本の学生と共に高校の授

業に参加しましたが、日本の文化を体験する上で素晴らしい方法だったと思います。高校

生の家にホームステイしたことで、ハワイと沖縄の類似点に改めて気付くことができまし

た。日本、そして沖縄は科学技術に優れていると思います。日本は人口が多く、健康にと

ても気を使っていることを学びました。私は沖縄戦について知識がありませんでしたが、

沖縄戦の痕跡を見て学ぶことで、多くの事を教えられました。実際にあった戦争の話と沖

縄の歴史を聞く講義やビデオはとても有意義でした。私はこのプログラムを通して日本に

ついて多くを学び経験しました。これらの体験を決して忘れないようにしたいと思います。 
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７．参加者の報告会での報告内容 

 

Cultural Findings: Acceptance 

 Generosity

 Hospitality

 Selflessness

 Non-judgmental

 Peaceful

 Outgoing

 

Action Plan: Execution

 Hawk TV

 Hawk Tawk

 In-class 

presentations

 

日本での気づき アクションプラン 

Culture
• Pop Culture (Music)

• Diverse; Influenced by countries like America 

• Housing

• Tatami room acts as safe space for the family to bond and interact

• Hygiene/Cleanliness

• Everyone takes measures to ensure health of themselves and 

others.

• Family

• All members make time for each other; Homestay guest welcomed 

into family.

• Cuisine

• Different mannerisms and etiquette, I.e. “Itadakiasu” 
 

Action Plan: Break Down 

Stereotypes

 Educate American 

communities

 Build a bridge 

between U.S. and 

Japan

 Broaden cultural 

horizons

 

日本での気づき アクションプラン 

 


